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ラテックス用老化防止剤

練ゴムの加硫物は時日の経過とともに老化現象が起こ

ることは古くから知られていることであります．これに

対してラテックス製品は分子破壊の過程を経ておらず，

しかも天然の老化防止作用のある物質も残存しがちなの

で，人工的老化防止剤の添加は不必要と考えられる向き

もありますが，ゴム分子は非常に不飽和て沃素価は 370

以上であり，酸化しやすい亜麻仁油の沃素価175~200に

比すれば2倍近くの値であるので，ゴムが比較的変質し

にくいのがむしろ不息議なくらいであります．またラテ

ックス製品はその構造よりして，練ゴム製品よりも吸湿

性のため練ゴムより耐老化性の劣る場合もあります．か

ように考えるならばラテックス製品にも老化防止剤を使

用するのは当然のことであり，さらに製品の高品質維持

のためには必要欠くべからざる心のであります．

ゴムの老化の主原因は空気中の酸素による酸化作用で

あり，日光，熱，オゾヽノ，あるいはゴムの機械的疲労な

どの作用は酸化を促進します．また銅，マンガ、ノ，鉄の

塩類などは酸化を著しく促進します．実際にはこれらの

原因が単独で作用することはなく，二つ以上が重なり合

って酸化を促進するものであります．ゴムの種類によっ

てこれらの老化条件に対する抵抗性に差があり，したが

ってこれらいろいろの型の老化を防止するためゴム中に

配合される老化防止剤はその時々に応じて著しく異なっ

てまいります．また老化防止剤はすべての型の老化に対

して共通してすぐれた抵抗性を有するものは少なく，多

少ともその目的によって特性を選択せねばなりません．

したがって実際にはその対象となるべきゴムの種類と使

用条件を考えて，それに最も適した老化防止剤を使用す

る必要があります．

ラテックスに老化防止剤を配合するに際しては，老化

防止剤をそのまま添加すると多くのものは沈澱したり，

浮遊したり，またラテックスを部分的に凝固させたりし

て均ーにまじり合いませんので，それぞれの老化防止剤

の性状に応じ，種々の方法で乳化の状態にする必要があ

ります．

老化防止剤は化学構造上からアミソ系またはフェノー

ル系に属するものが大部分です．アミソ系老化防止剤の
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効果はすぐれていますが，これらはなにぶんにもゴムを

汚染着色しやすく，フェノール系の老化防止剤は非染性

・非着色性であります．その他これらに属さないものに

ワックス類，ベソツイミダゾール，ジアルキ）レジチオカ

ルバミヽノ酸ニッケルなどがあります．

今回は紙面の都合によりラテックスの老化防止剤の中

で耐オゾ、ノ性と無着色性に対する老化防止剤の二，三に

ついて次に記述することとし，他の各老化防止剤につい

ては割愛させていただきます．

ノクラック AW

(6-Ethoxy-2, 2, 4-trimethyl-1, 2-dihydroquinoline) 

ヶ｝ソーアミソ系に属する老化防止剤で，赤褐色の液

体であります．通常の老化防止にもすぐれていますが，

特にオゾソ劣化に対して非常に優秀な防止効果を持って

おり，屈曲亀裂にもかなり良い成績を示します．またノ

クラック AWは着色性・変色性・汚染性が強いので，

SBRを含有する黒色製品に好適であります．

ノクラック 810-NA

(N-phenyl-N'—isopropyl-p-phenylenediamine) 

アミン系に属する老化防止剤で，灰紫または赤褐色の

粉末，融点は 70°0. ゴム製品を熱・屈曲ことにオゾソ

の作用から守る有効な老化防止剤であり，ワックス類，

たとえばサンノックと併用しますとオゾヽノ亀裂防止に対

し，ますます有効であります．ただしノクラックAWと

同様，着色性・変色性・汚染性があるので黒色製品以外

には不向ぎであります．

ノクラック SP(Styrenated phenol) 

アミソ系の老化防止剤が加硫ゴムに対して優秀な保護

作用を有するにもかかわらず，ゴム製品を着色したり，

汚染したりする欠点を持っているのに対し，フェノール

系の老化防止剤（ノクラック SP• ノクラック 200)はこ

の欠点がなく，白色または淡色ラテックス製品に適して

おります。ノクラック SPは淡黄色またはコハク色の透

明な液体で，加硫ゴムの酸素による劣化防止にぎわめて

有効な上に，これを使用したゴムは日光曝露によっても

変色・亀裂を生じない特長を持っていますので，ラテッ

クス用ことにフォームラバー用の老化防止剤として好適
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であります．またノクラック SP は SBR• NBRの非汚

染性安定剤としても使用されます．

ノクラック 200(2, 6-Di-t-butyl-4-methyl phenol) 

ノクラック 200は白色または淡黄色の結晶性粉末で融

点は69℃．ノクラック 200は無着色・無変色・非汚染性

でありますので白色とか解明色のラテックス製品の老化

防止剤として好適であります．ノクラック 200の特長と

適用はノクラック SPと同様であります．

ノクラック MB(2-Mercaptobenzimidazole) 

ベンツイミダゾール系の老化防止剤，黄白色の粉末で

融点は2so・a. ノクラック MB,ノクラック MBZの

ベンツイミダゾール系の老化防止剤は，いわゆる酸化防

止剤ではなく， ゴム炭化水素の過酸化分解に基づく結鎖

切断を防止するので，その意味での老化防止剤といえま

す．いわば二次老化防止剤ともいうべきもので他の老化

防止剤，ことにノクラック SP• ノクラック200と併用す

ることにより，いっそうすぐれたゴムの老化防止が期待

できます．ノクラックMBはラテックスに配合するとこ

れを不安定化し，かつチクソトロピックにし熱感性にし

ます．しかしこの熱感性作用は時間の経過とともに減少

します．これはノクラックMBがラテックス中のアンモ

ニアと結合し，水溶性のアソモニウム塩になるからであ

ります．ノクラックMBのラテックスでの使用は，おも

にフォームラパー製造に際し使われ，老化防止剤兼二次

的凝固剤の役割を果しています．

サンノック (Selectedspecial wax) 

サンノックは由色フvーク状の特選ワックスで，融点

表．各老化防止剤の乳化試験納果

65'a, サンノックは加硫ゴムの表面にプ）レームし，その

プルーム層によって外界の影響，特に光，空気の作用を

物理的にしゃ断し，ゴムの亀裂防止効果を発揮いたしま

す．サンノックは無着色・無変色・非汚染性ゆえ，あら

ゆるゴム製品に使用できます．またサンノックの乳化は

容易であり，その一例を示せば，サンノック 100部にオ

レイン酸5,5部を混合し，これを 60~70'0に加熱熔融

し，同じく60~70'Cに加熱した105!るカゼイソ溶液30部，

トリエタノールアミソ 5部，水60部の混合物中に激しく

攪拌しながら添加すると均ーに乳化します．

ノクラック 200,MBなどのように水に不溶性の粉末

状のものは分散剤を用い，分散装置ボールミルかコロイ

ドミルで容易に水中分散体が得られるが， ノクラック

AW,SPなどのような油状液体およびノクラック 810-

NAのようなフレーク状のものはボールミルでの水中分

散化は困難なので，乳化状態でラテックスに添加せねば

なりません．

上記の各老化防止剤についての乳化試険を弊社研究室

にて行ないましたので，その乳化方法の一例として御紹

介します．

試験方法

A液 ,B液を調整し，常温で B液にA液を激しくかき

回しながら滴下して，乳化状態の観察を行なった．

A 液 B 液
濃度 乳化状態

試料 溶剤 水 可性カリ ォVイ、ノ酸

ノクラック SP I 50 g 
ト）レオールi50 g O. I g I g 4096 I 非常に安定である24 g 

10 ベン3ゾ0ール 60 0, 2 I 2 10 比較的安定である

ノクラック 810-NA
トル贔―)1 A あて•B行る液なをっ45°0に安加湿定10 60 o. 2 2 10 し たが不

で

20 Iベン羞―ル 60 0.2 2 20 度比較が大的安に定なれでばあ不るが安濃定
ノクラック AW

20 Iトル2牙0ール 60 I 0. 2 I 2 、I 20 安定である

ベンゾール 不比天較安状的安定りで長あるが寒
注） 10 

30 
60 0. 2 2 10 とな ， 時間で

ノクラック MB 定

10 トルオール €i0 0. 2 2 10 安定である30 

注）ノクラック MBは粉末配合剤ですが参考のために溶剤を用いて乳化を行なってみた．
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